
●宗次ホールチケットセンター   TEL：052（265）1718
●チケットぴあ　WEB購入＝https://t.pia.jp/　　店頭購入＝セブンイレブン
●名鉄ホールチケットセンター TEL：052（561）7755
※「学生券」、「ハーフ60」は宗次ホールのみの取扱いとなります。
※やむをえず、曲目などに変更がある場合がございます。※未就学児のご入場は、ご遠慮ください。

名古屋市中区栄4-5-14　〒460-0008
営業時間：10：00 ～ 16：00　不定休
 （終了時間は17：00もしくは18：00の場合有）

［　　　　　］店頭購入は
販売開始翌日よりチケットのお求めは

８月10日（日）
10時より 販売開始

An Oxford Christmas

The Choir of Merton College

～オックスフォードのクリスマス～

トマス・トムキンズ：主に向かって新しい歌を歌え

ベンジャミン・ブリテン：聖母賛歌

ウィリアム・バード：天よ、上より雫をしたたらせ

ガブリエル・フォーレ：ラシーヌ賛歌

ヨハネス・ブラームス：宗教的歌曲  作品30

ヨハネス・ブラームス：ドイツレクイエム より
第４曲  「あなたの住まいはなんと麗しいことか」

©Hugh Warwick

2025年12月11日（木）14：00開演13：30開場［指定席］一般3,500円  　　　　　　　　　　　2,100円学生（対象：小学生以上25才以下の学生）
ハーフ60（後半のみ観賞の当日券）

音楽監督／指揮  ベンジャミン・ニコラス
オックスフォードマートン・カレッジ合唱団

INTERVAL（休憩）

トマス・トムキンズ：主に向かって新しい歌を歌え

ベンジャミン・ブリテン：聖母賛歌

ウィリアム・バード：天よ、上より雫をしたたらせ

ガブリエル・フォーレ：ラシーヌ賛歌

ヨハネス・ブラームス：宗教的歌曲  作品30

ヨハネス・ブラームス：ドイツレクイエム より
第４曲  「あなたの住まいはなんと麗しいことか」

－クリスマス・キャロル Christmas carols－

ジョン・ラター：羊飼いの角笛のキャロル

伝承曲／ R.ピアソル 編曲：もろびと声あげ

グスターヴ・ホルスト／M. ウィルバーグ 編曲：木枯らし寒く吹きすさび

マシュー・オーウェンズ：柊と蔦は

アドルフ・アダン／ J. ラター 編曲：オー・ホーリー・ナイト

ボブ・チルコット：羊飼いのキャロル

伝承曲／ J. ラター 編曲：きよしこの夜

ジョン・ガードナー：明日は私が喜び踊る日になるでしょう



名古屋市中区栄4-5-14　〒460-0008
TEL：052（265）1715　FAX：052（265）1716
E-mail  info@munetsuguhall.com
URL  www.munetsuguhall.com

営業時間：10：00～16：00　不定休
 （終了時間は17：00もしくは18：00の場合有）

宗次ホールチケットセンター
開催当日の

ステージの様子など
今月の発売開始
公演情報など

宗次ホールオフィシャルホームページ
https://munetsuguhall.com/
開催コンサート情報・ホールの営業時間の他
オリジナル企画もホームページにて発表！
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　オックスフォード大学の学部生と卒業生精鋭30人により結成。オックス
フォード中心地にある13世紀の教会で定期的な礼拝で活動している。2008年
にマートン・カレッジ合唱財団が設立されて以来活動を本格化させ、演奏会や録
音、放送を通じて合唱団は国際的に高い評価を受けている。2020年には、ガブリ
エル・ジャクソンの『私たちの主イエス・キリストの受難』の録音で、BBCミュー
ジック・マガジン・アワードの最優秀合唱アルバム賞を受賞。またデルフィアン・
レーベルから多数CDリリースされた合唱団のディスコグラフィーは数多くの五
星評価を獲得し、多くの録音が『グラモフォン』誌の「エディターズ・チョイス」に
多数選出。
　ロンドンのバービカン・センター、セント・ジョンズ・スミス・スクエア、カドガ
ン・ホール、テンプル教会の公演をはじめ、近年では英国ロイヤル・フィルハーモ
ニー管弦楽団にたびたび客演、またフランス、イタリア、デンマーク、スウェーデ
ン、アメリカ、香港、シンガポール他世界各国に招かれており、2017年には、ヴァ
チカン市国のサン・ピエトロ大聖堂で初めての英国国教教会の讃美歌を歌って、
その様子がBBCで放送された。
　また、合唱団は現代音楽にも力を入れており、これまでに多くの作曲家が合唱
団のために作品を提供している。近年では、ケリー・アンドリュー、バートウィッ
スル、チルコット、ドーブ、エシュンヴァルズ、ケンダル、マクミラン、マクダウ
オール、ラッター、タバコヴァ、ウィアの新作を初演したほか、ダニエル・キダン、
ロクサンナ・パヌフニク、ガブリエル・ジャクソン、シェリル・フランセス＝ホー
ド、ジョン・ラッターの新作を世界初演している。

　2018年6月にはエルガーの『使徒たち』の演奏でロイヤル・フィルハーモニー管弦楽
団とデビューを果たし、同年にオックスフォード・バッハ合唱団の首席指揮者に就任。
これまでに、BBCシンガーズ、バーミンガム市交響楽団、ロンドン市交響楽団、ホルスト・
シンガーズなど多数共演。
　マートン・カレッジでは、年次のパッションタイド・受難節の創設、ドブソン・オルガ
ンの設置、2016年10月に初めて歌ったカレッジの女子合唱団の創設を手掛けた。アメ
リカ合衆国、イタリア、スウェーデン、フランスでカレッジ合唱団を指揮し、BBCラジオ
3＆4やBBCテレビで演奏、またデルフィアン・レーベルで一連の録音を行った。その最
初の録音は、グラモフォン誌のエディターズ・チョイスに選出。その他の録音には、
ウィークス、モーツァルト、ステイナー、スタンフォード、ラッター、ガブリエル・ジャ
クソン、リチャード・アレイン、エルガーのオルガン作品が含まれている。
　数多くの初演を指揮しており、ロンドン・シンフォニアと共にサザーク大聖堂で
シャーロット・ブレイの新作を初演。チェルトナム音楽祭では、ジュディス・ウィア、ハ
ンナ・ケンダル、ドブリンカ・タバコバ、ケリー・アンドリューによる新しい合唱作品を
初演した。また、マートンではバートウィッスル、ドーブ、マクミラン、ジャクソン、ジョ
ウバートの作品を委嘱。
　ノリッチ大聖堂で少年合唱団のメンバーの経験があり、チチェスター大聖堂、オック
スフォード大学リンカーン・カレッジ、セント・ポール大聖堂でオルガン奨学金を得た。
テュークスベリー・アビー・スコラ・カントルムやエディントン音楽祭の元音楽監督。

英国合唱界の名匠
オックスフォードマートン・カレッジ
合唱団 音楽監督

オックスフォードマートン・カレッジ合唱団

Benjamin Nicholas

The Choir of
Merton College

ベンジャミン・ニコラス
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